
三重トヨペット株式会社
山口さん︓
現場を預かる立場から見ても、生産性向上は避けて通れないテーマです。
当社では現在、より働きやすい職場環境を目指し、年間休日を拡充する
目標もありますが、そのためには、限られた人員でこれまで以上の成果
を出さなければなりません。かつてのように気合いや努力だけに頼るや
り方には限界があります。だからこそ、IT や AI を活用して業務を効率
化していく必要があると考えています。

 

会議の記録や情報共有については、どのような課題があ
りましたか。
川喜田さん︓
当社では以前から、会議そのものをもっと活性化したいと考えていまし
た。というのも、会議そのものが何かを決めたり議論を深めたりする場
というより、前に座った人の話をみんなで聞く代表者会議のような雰囲
気になっていたのです。

そのなかで大きな課題だったのが議事録です。社員のメモを見せてもら
うと、内容が十分に整理されていなかったり、肝心の要点が抜けていた
りすることがありました。そこで「議事録をしっかり残そう」と伝えた
ところ、今度は会議中の発言を一言一句そのまま記録しようとするんで
す。なぜそこまで細かく書くのか聞いてみると、「どこが重要で、何が
結論なのかを見極める自信がない」という答えが返ってきました。重要
な会議の中から、論点を整理して抜き出す経験や訓練が、これまであま
りなかったんです。

最近は、「結論や重要なポイントを押さえればいい」という考え方が浸
透してきました。ただ、それでも会議に参加しながら要点を整理し、議
事録を作成するのは簡単なことではありません。だからこそ、議事録作
成を支援してくれるツールには大きな価値があると感じていました。

山口さん︓
当社では本社マネージャーと各店長が定期的に意見交換を行う他、役員
会や中期経営会議なども開催しています。当然ながら、会議で決まった
ことはできるだけ早く関係者へ共有しなければなりません。

しかし実際には、会議中に議論を聞きながら要点をメモし、終了後に内
容を整理して議事録を作成し、さらに参加者へ確認を依頼して修正する
という流れになります。私自身も議事録を担当することもありましたが、
重要案件になればなるほど議事録作成には時間がかかることも珍しくあ
りませんでした。様々な会議での時間的なコストや責任の重さもあり、

議事録作成は各担当者にとって決して歓迎される業務ではありませんで
した。

数ある AI 議事録作成ツールの中から、「LINE WORKS 
AiNote」を選ばれた決め手は何でしたか。
川喜田さん︓
ツール選定で重視していたのは、「現場が無理なく使い続けられるか」
という点です。そのうえで一番魅力に感じたのは、音声認識による文字
起こし精度の高さでした。議事録は元になる記録が正確でなければ意味
がありません。その点で、AiNote の精度には大きな価値を感じました。
また、当社ではすでに LINE WORKS が定着していたため、現場に新た
な負担をかけずに導入できることも大きな決め手でした。

山口さん︓
AiNote を導入する前には複数の AI 議事録作成ツールを比較しました。
しかし、文字起こしの精度が十分でなかったり、逆に要約されすぎて議
論の過程がほとんど残らなかったりと、使いづらさを感じるものもあり
ました。その点、AiNote は文字起こしが自然で、日本語の認識精度が
高いと感じました。当社の会議では方言が交じることもありますが、そ
うした会話にもきちんと追従し、自然な文章としてテキスト化してくれ
ます。

 

加えて、操作がシンプルなことも大きな決め手でした。現場にはすでに
さまざまなシステムがあり、新しいツールを増やすと「また覚えなけれ
ばいけないのか」という反応が出てしまいます。その点、AiNote はア
プリを開いてボタンを押すだけで利用でき、複雑な設定や事前準備が不
要です。誰でもすぐに使い始められる分かりやすさと手軽さが、導入を
後押ししました。

実際に AiNote を導入されてから、どのような効果を感
じていますか。
山口さん︓
まず大きいのはスピード感です。以前は議事録の共有まで時間がかかる
こともありましたが、現在は AiNote で作成した内容を確認し、必要な
箇所だけを微調整するだけで済むので、早いタイミングで共有できるこ
とは有効です。

また、会議内容を正確に確認できるようになったことも大きな変化です。
以前はどうしても記録する人の解釈が入り込んでいましたが、今は発言
内容をそのまま残せるため、記録する人の解釈だけに頼らず、認識のズ

レや聞き漏らしも起きにくくなりました。ただ、全体をカテゴリー別に
要約することが少し弱いため、この辺りが強くなるともっと使いやすく
なりますね。今後のアップデートに期待です。

關さん :
私自身、以前は会議中に「記録しなければ」という意識が強く、話を聞
きながらメモを取ることに精一杯になることがありました。でも今は
AiNote が記録してくれるので、「書き漏らしてはいけない」というプレ
ッシャーがありません。会議の内容は後から確認できるという安心感も
あり、気持ちに余裕を持って参加できるようになりました。

山口さん︓ 
参加者が「記録する人」ではなく、「議論する人」として会議に向き合
えるようになったことは大きいです。今はメモを取ることよりも議論そ
のものに集中できるようになり、会議の雰囲気も変わってきました。本
来、会議は記録を取る場ではなく、意見を出し合い、議論する場です。
AiNote の導入によって、そうした本来の会議のあり方に少しずつ近づ
けていると感じています。

今後、AiNote をどのように活用し、さらなる生産性向
上につなげていきたいとお考えですか。
山口さん︓ 
現在は社内会議での利用が中心ですが、将来的には店舗でのお客様対応
にも活用の可能性を感じています。自動車販売の現場では、お客様との
会話の中でさまざまなご要望やお約束ごとが生まれます。そうした内容
を正確に記録できれば、「言った・言わない」のトラブル防止にもつな
がるはずです。

将来的には商談時などの音声データを顧客管理の仕組みと連携し、会話
履歴として活用できるような環境も目指したいと考えています。現場の

負担を増やさずに情報を蓄積できれば、生産性向上だけでなく、お客様
へのサービス品質向上にもつながるのではないかと期待しています。

川喜田さん︓
私が一貫して目指しているのは、社員が「人にしかできない仕事」に
集中できる環境をつくることです。DX はツールを導入すること自体が
目的ではなく、そのための手段に過ぎません。現場への浸透は決して
簡単ではありませんが、本当に役立つものは自然と定着します。実際、
LINE WORKS もそうでしたし、AiNote も現場で無理なく使われ続け
ています。今後も現場の声を聞きながら DX を進めていきたいと考えて
います。その結果として、社員がお客様との対話や信頼関係づくり、新
しい価値の創出により多くの時間を使えるようになるのが理想です。

御社の事業概要と、社内で進められているデジタル化へ
の取り組みについてお聞かせください。
川喜田さん︓ 
当社は 1956 年の創業以来、トヨタ車のディーラーとして三重県内に
17 店舗を展開し、レクサス店舗も 2 店舗運営しています。

私はもともと AI の理論研究に携わっていましたが、この業界に入って
まず感じたのは、デジタル化が十分に進んでいない業務や、導入済みの
ツールが十分に活用されていない場面が少なくなかったことです。また、
部署ごとに個別最適でシステムを導入してきた結果、ツールが乱立して
いる課題もありました。現場のデジタルリテラシー向上とシステムの整
理・統合、その両方に取り組まなければならない。正直に言うと、「こ
れはなかなか大変だな」というのが最初の印象でした。

だからこそ今は、「どんな働き方を実現したいのか」を起点に、業務や
システム全体を見直し、全体最適を考えなければいけないフェーズに来
ていると感じています。今年度は中期経営計画の重点施策として、これ

まで先送りになりがちだった業務の棚卸しにも本格的に着手しました。
統合できるものは統合し、デジタル化できるものはデジタル化する。そ
うした土台づくりを進めていきたいと考えています。
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うと、内容が十分に整理されていなかったり、肝心の要点が抜けていた
りすることがありました。そこで「議事録をしっかり残そう」と伝えた
ところ、今度は会議中の発言を一言一句そのまま記録しようとするんで
す。なぜそこまで細かく書くのか聞いてみると、「どこが重要で、何が
結論なのかを見極める自信がない」という答えが返ってきました。重要
な会議の中から、論点を整理して抜き出す経験や訓練が、これまであま
りなかったんです。

最近は、「結論や重要なポイントを押さえればいい」という考え方が浸
透してきました。ただ、それでも会議に参加しながら要点を整理し、議
事録を作成するのは簡単なことではありません。だからこそ、議事録作
成を支援してくれるツールには大きな価値があると感じていました。

山口さん︓
当社では本社マネージャーと各店長が定期的に意見交換を行う他、役員
会や中期経営会議なども開催しています。当然ながら、会議で決まった
ことはできるだけ早く関係者へ共有しなければなりません。

しかし実際には、会議中に議論を聞きながら要点をメモし、終了後に内
容を整理して議事録を作成し、さらに参加者へ確認を依頼して修正する
という流れになります。私自身も議事録を担当することもありましたが、
重要案件になればなるほど議事録作成には時間がかかることも珍しくあ
りませんでした。様々な会議での時間的なコストや責任の重さもあり、

議事録作成は各担当者にとって決して歓迎される業務ではありませんで
した。

数ある AI 議事録作成ツールの中から、「LINE WORKS 
AiNote」を選ばれた決め手は何でしたか。
川喜田さん︓
ツール選定で重視していたのは、「現場が無理なく使い続けられるか」
という点です。そのうえで一番魅力に感じたのは、音声認識による文字
起こし精度の高さでした。議事録は元になる記録が正確でなければ意味
がありません。その点で、AiNote の精度には大きな価値を感じました。
また、当社ではすでに LINE WORKS が定着していたため、現場に新た
な負担をかけずに導入できることも大きな決め手でした。

山口さん︓
AiNote を導入する前には複数の AI 議事録作成ツールを比較しました。
しかし、文字起こしの精度が十分でなかったり、逆に要約されすぎて議
論の過程がほとんど残らなかったりと、使いづらさを感じるものもあり
ました。その点、AiNote は文字起こしが自然で、日本語の認識精度が
高いと感じました。当社の会議では方言が交じることもありますが、そ
うした会話にもきちんと追従し、自然な文章としてテキスト化してくれ
ます。

 

加えて、操作がシンプルなことも大きな決め手でした。現場にはすでに
さまざまなシステムがあり、新しいツールを増やすと「また覚えなけれ
ばいけないのか」という反応が出てしまいます。その点、AiNote はア
プリを開いてボタンを押すだけで利用でき、複雑な設定や事前準備が不
要です。誰でもすぐに使い始められる分かりやすさと手軽さが、導入を
後押ししました。

実際に AiNote を導入されてから、どのような効果を感
じていますか。
山口さん︓
まず大きいのはスピード感です。以前は議事録の共有まで時間がかかる
こともありましたが、現在は AiNote で作成した内容を確認し、必要な
箇所だけを微調整するだけで済むので、早いタイミングで共有できるこ
とは有効です。

また、会議内容を正確に確認できるようになったことも大きな変化です。
以前はどうしても記録する人の解釈が入り込んでいましたが、今は発言
内容をそのまま残せるため、記録する人の解釈だけに頼らず、認識のズ

レや聞き漏らしも起きにくくなりました。ただ、全体をカテゴリー別に
要約することが少し弱いため、この辺りが強くなるともっと使いやすく
なりますね。今後のアップデートに期待です。

關さん :
私自身、以前は会議中に「記録しなければ」という意識が強く、話を聞
きながらメモを取ることに精一杯になることがありました。でも今は
AiNote が記録してくれるので、「書き漏らしてはいけない」というプレ
ッシャーがありません。会議の内容は後から確認できるという安心感も
あり、気持ちに余裕を持って参加できるようになりました。

山口さん︓ 
参加者が「記録する人」ではなく、「議論する人」として会議に向き合
えるようになったことは大きいです。今はメモを取ることよりも議論そ
のものに集中できるようになり、会議の雰囲気も変わってきました。本
来、会議は記録を取る場ではなく、意見を出し合い、議論する場です。
AiNote の導入によって、そうした本来の会議のあり方に少しずつ近づ
けていると感じています。

今後、AiNote をどのように活用し、さらなる生産性向
上につなげていきたいとお考えですか。
山口さん︓ 
現在は社内会議での利用が中心ですが、将来的には店舗でのお客様対応
にも活用の可能性を感じています。自動車販売の現場では、お客様との
会話の中でさまざまなご要望やお約束ごとが生まれます。そうした内容
を正確に記録できれば、「言った・言わない」のトラブル防止にもつな
がるはずです。

将来的には商談時などの音声データを顧客管理の仕組みと連携し、会話
履歴として活用できるような環境も目指したいと考えています。現場の

負担を増やさずに情報を蓄積できれば、生産性向上だけでなく、お客様
へのサービス品質向上にもつながるのではないかと期待しています。

川喜田さん︓
私が一貫して目指しているのは、社員が「人にしかできない仕事」に
集中できる環境をつくることです。DX はツールを導入すること自体が
目的ではなく、そのための手段に過ぎません。現場への浸透は決して
簡単ではありませんが、本当に役立つものは自然と定着します。実際、
LINE WORKS もそうでしたし、AiNote も現場で無理なく使われ続け
ています。今後も現場の声を聞きながら DX を進めていきたいと考えて
います。その結果として、社員がお客様との対話や信頼関係づくり、新
しい価値の創出により多くの時間を使えるようになるのが理想です。

※掲載している内容、お役職は取材を実施した2026年6月当時のものです。

製品に関する詳細はこちら

御社の事業概要と、社内で進められているデジタル化へ
の取り組みについてお聞かせください。
川喜田さん︓ 
当社は 1956 年の創業以来、トヨタ車のディーラーとして三重県内に
17 店舗を展開し、レクサス店舗も 2 店舗運営しています。

私はもともと AI の理論研究に携わっていましたが、この業界に入って
まず感じたのは、デジタル化が十分に進んでいない業務や、導入済みの
ツールが十分に活用されていない場面が少なくなかったことです。また、
部署ごとに個別最適でシステムを導入してきた結果、ツールが乱立して
いる課題もありました。現場のデジタルリテラシー向上とシステムの整
理・統合、その両方に取り組まなければならない。正直に言うと、「こ
れはなかなか大変だな」というのが最初の印象でした。

だからこそ今は、「どんな働き方を実現したいのか」を起点に、業務や
システム全体を見直し、全体最適を考えなければいけないフェーズに来
ていると感じています。今年度は中期経営計画の重点施策として、これ

まで先送りになりがちだった業務の棚卸しにも本格的に着手しました。
統合できるものは統合し、デジタル化できるものはデジタル化する。そ
うした土台づくりを進めていきたいと考えています。

提供元

LINE WORKS株式会社
https://line-works.com/
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